中野地区　適合確認書
	項　目
	届出者
記入欄
	ﾁｪｯｸ欄
	備考

	地区計画名称
	中野地区計画
	
	
	

	地区の名称
	住宅地区
	
	
	

	
	沿道A地区
	
	
	

	
	沿道B地区
	
	
	

	建築物等の用途の制限（計画書に適合している）
	
	
	

	地区施設道路の基準を満たしている
	
	
	

	建築物の敷地面積の最低限度
	敷地面積が200㎡以上
	
	
	

	
	前面道路に3ｍ以上接している
	
	
	

	建築物の高さの最高限度
	住宅地区
	10ｍ
	
	
	

	
	沿道A地区
	12ｍ（北側斜線制限あり）
	
	
	

	
	沿道B地区
	15ｍ
	
	
	

	建築物の壁面の
位置の制限
	敷地面積
150㎡未満
	道路側　0.5ｍ
隣地側　0.5ｍ
	
	
	

	
	150㎡
～200㎡
	道路側　1ｍ
隣地側　0.5ｍ
	
	
	

	
	200㎡以上
	道路側　1ｍ
隣地側　1ｍ
	
	
	

	
	500㎡以上
	道路側　1ｍ
隣地側　1ｍ
かつ、敷地面積の1/10以上の空地または緑地を道路側に確保する
	
	
	

	建築物の外壁
・屋根等の色彩
	外壁
	色　相
	明　度
	彩　度
	
	
	

	
	
	2.5R～5YR
	5以上
	2以下
	
	
	

	
	
	7.5YR～10Y
	5以上
	4以下
	
	
	・推奨色

	
	
	2.5GY～10B
	5～7
	2以下
	
	
	

	
	
	2.5PB～10RP
	5以上
	2以下
	
	
	

	
	
	無彩色
	4～9
	－
	
	
	

	
	屋根
	色　相
	明　度
	彩　度
	
	
	

	
	
	指定なし
	5以下
	4以下
	
	
	

	
	
	無彩色
	2～6
	
	
	
	

	広告物等
の掲載
	（住宅地区の場合）
屋外広告物の表示面積の合計は１０㎡以下（建植え自家用広告物は表示面積の合計が３㎡、高さは3ｍ以下）である。
	
	
	

	垣・さくの設置について
	開放的な空間とするため、前面道路に沿って幅0.5ｍの植樹帯又は空地を設けている
	
	
	

	
	（垣又はさくを設ける場合）
道路地盤面より高さが1.0ｍを超える部分は、生垣又はフェンスと植栽を併用したもの、あるいは見通しの妨げにならないフェンス等とするものとしている
	
	
	

	
	（1ｍを超える塀の場合）
集落環境との調和並びに防災時の安全の確保等に配慮し、敷地境界から水平方向に1ｍ以上後退させている
	
	
	


※建築物の色彩については、天然素材を生かしたものにおいては、マンセル値が範囲外の場合でも認める。
